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論 文 内 容 の 要 旨

Falck-Hillarp法を用い,Macacalrusのモノアミン(MA)含有神経細胞軸索走行を観察 し,MA 細

胞,神経束の局在を Shanthaらの定位脳図譜を基にして定位的に表現 した｡

また既に報告のあるラット,ネコ,イヌ,サル, ヒト胎児のMA蛍光組織,所見との比較や従来のニ

ッスル染色法による所見との比較検討を行った｡

Ⅰ:Irusの Norepinephrine(NE)含有神経細胞は大きく4群に分けられ,そのうちの延髄および尾

側橋部にみられる細胞はラットで報告されるNE,Epinephrine(E)含有細胞群とほぼ一致 し,Squirrel

monkey(Squirrel).Macacaspeciosa(Speciosa), ヒト胎児の報告ともほぼ一致 した｡橋部でみられる他

の2群はNEを含有 し,その細胞はLocuscoeruleus(青斑核,LC)やSubcoeruleus(青斑下核,LSC)

に存在 し,散在性にみられるイヌ,ネコと異なってラット,サル, ヒト胎児の所見に一致する,､密集 し

た集団 (LC)とその腹外側の散在性の LSC が認められた｡但 しラットのA3,SpeciosaのMcgに相当

する細胞は認められなかった｡

Dopamine合有細胞は2群として認められたが,これは蛍光組織上互に区別が困難であった｡主 とし

て Substantianigraparscompacta,Nucleus paranigralis,Nucleusparabrachialispigmentosus,

Nucleuslinealisにあって,ほぼラットの所見に一致 したが,reticularforlnation中にはラットでみら

れる (A8)ほど多数は認められず,また Irusは Squirrel,Speciosaと本質的には似ているが,C8,A8,

M8として表現されるreticularformation中の細胞の拡がり,細胞数など異なる点がみられた｡なお,

ラットの All,A12に相当する細胞は観察できなかった｡

Ⅱ :Serotonin (5HT,Indoleamine)含有細胞は ラット, サル, ヒト胎児の所見とほぼ一致 して,

Nucleusrapheobscurus,pal】idus,magnus,dorsalisなどの主として Raphe核や,Nucleuscentralis

superior,Nucleuslinealisにあって,reticularformationは Nucleusreticularisparvocellularis,magno-

cellularis,paramedianus,pontisにも散在 してみられた Irusの5HT細胞は Nucleusraphedorsalisに
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相 当する部分で特に発達 してみられ,ニッスル染色によるヒト脳の所見ととくに一致 している｡

Ⅲ :CA含有神経軸索走行は, 延髄,橋部では Ventralbundleとしてみられ,中脳水道からの吻側

の レベルでは LC からの Dorsalbundleと一緒になり,中脳の Tractusretroflexusのみられるレベ

ルまで確認された｡橋尾側や延髄の腹外側の脳裏直下に MA 含有神経束がみられ, この束には橋,延

髄の CA および 5HT から線維が送 られていた｡なお,5HT 含有神経の軸索走行は延髄,橋部の一部

の細胞か らの線維のみが観察された｡束としてほ確認できなかった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

Falck･H illarp法を用い,Macacalrusの Monoamine(MA)含有神経細胞や軸索走行を観察 し,そ

れ らの局在を Shanthaらの定位脳図譜を基にして定位的に表現 した｡ またすでに報告されているラッ

ト,ネコ,イヌ,サル, ヒト胎児の所見との比較や従来のニッスル染色法による所見との対応を検討し

た ｡

Ⅰ:Irusの Catecholamine含有神経細胞は大きく6群に分けられ,そのうち延髄,尾側橋部にみら

れるものはラットA3細胞を除いて,ラットの Epinephrine含有細胞,サル(squirrel,speciosa), ヒト胎

児の報告とほぼ一致 した｡橋部にみられる他の2群は Locuscoeruleusや Subcoeruleusと して 古典

的に記載されている細胞群 (核)に相当し, Norepinephrine を含有 している｡ 散在性に みられるイ

ヌ,ネコと異 りラット, サル, ヒト胎児のように密集 した集団であった｡ 中脳腹側にみられる2群は

Dopamine含有細胞で,Substantianigraparscompacta,N.paranigralis,N.1inealisに主として観

察され,ほぼラットの所見と一致 していたが, midbrainreticularformation中にラットなど (A8) ほ

ど多数は認められなかった｡

II:Serotonin (5-HT,Ⅰndoleamine)含有細胞はラット,サル, ヒト胎児の所見とほぼ一致 して N.

rapheobscurus,pallidus,magnus,dorsalis等の raphe核や N.centralissuperior,N.linealisにある

他に N.reticularisparvocellularis,magnocellularis,paramedianus,pontisなどの reticularformation

にも散在 してみられた｡

Ⅲ :catecholamine神経軸索走行は,ラットの ventral,dorsalbundleに相当する束の走行が確認さ

れた｡Irusの MA 含有神経は基本的には他の噂乳動物と同じであった｡

以上の研究は Macacalrusを 用いて catecholamineのみならず Indoleamineを含めて系統的に神

経細胞や軸索走行を観察 し,従来のラット,ネコ,イヌ,サル,ヒト胎児の報告と比較 し,Monoamine

の役割を明らかにしたものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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